[bookmark: _5mwez149ndwm]ドロップイン利用規約書
（コワーキングスペース）

本利用規約は、コワーキングスペースにおけるドロップイン（一時利用）サービスについて、利用条件、利用料金、施設設備の取扱い、禁止事項、事故・損害発生時の責任、個人情報の取扱いその他必要な事項を定めるものである。
施設運営者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）が運営するコワーキングスペース（以下「本施設」という。）をドロップイン利用する者（以下「乙」という。）は、本規約の内容を確認し、これに同意したうえで本施設を利用するものとする。

[bookmark: _yjpvntg50ed6]第1条（目的）
本規約は、本施設のドロップイン利用に関する甲乙間の権利義務及び利用条件を明確にし、本施設の安全かつ円滑な運営並びに利用者相互の快適な利用環境の維持を図ることを目的とする。

[bookmark: _3ajhq153fn6b]第2条（定義）
本規約における用語の定義は、次のとおりとする。
1. 「ドロップイン利用」とは、月額会員契約その他の継続的な利用契約を締結することなく、時間単位、日単位その他甲が定める単位で本施設を一時的に利用することをいう。
2. 「本施設」とは、甲が管理運営するコワーキングスペース及び甲が利用を認める付帯設備をいう。
3. 「共用設備」とは、机、椅子、電源、通信設備、複合機、会議室、休憩スペースその他甲が提供する設備をいう。
4. 「利用時間」とは、乙が申し込んだ利用プランに基づき、本施設を利用できる時間をいう。
5. 「利用料金」とは、本施設の利用及び有料設備の使用に関して乙が甲に支払う料金をいう。

[bookmark: _sjs2gnckgknk]第3条（対象施設）
本規約の対象となる施設は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名称
	

	施設所在地
	

	運営事業者
	

	営業日
	

	営業時間
	時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	受付方法
	□ 有人受付　□ 無人受付　□ オンライン受付

	利用可能エリア
	□ オープンスペース　□ 指定席　□ 個室　□ その他（　　　　　）

	問い合わせ先
	


2. 甲は、施設の管理運営上必要がある場合、営業日、営業時間、利用可能エリアその他の運営条件を変更することができる。
3. 前項の変更を行う場合、甲は、可能な限り事前に施設内掲示、公式ウェブサイトその他適切な方法により周知するものとする。

[bookmark: _abbygv5zsn5d]第4条（利用資格）
1. 本施設を利用できる者は、本規約に同意し、甲が定める受付手続を完了した者とする。
2. 乙が未成年者である場合、甲が定める年齢制限及び法定代理人の同意に関する条件に従うものとする。
3. 甲は、施設の安全管理及び適正な運営のため、合理的に必要な範囲で本人確認書類の提示その他の確認を求めることができる。
4. 乙が本規約に重大な違反をした履歴を有する場合、他の利用者の安全を害する具体的なおそれがある場合その他合理的な理由がある場合、甲は利用を断ることができる。
5. 甲は、利用資格の確認にあたり、不当な差別的取扱いを行わないものとする。

[bookmark: _8bkdtd78qmqo]第5条（利用申込み及び利用契約の成立）
1. 乙は、甲が指定する受付窓口、予約システム、ウェブサイトその他の方法により、利用申込みを行うものとする。
2. 乙は、利用申込みに際し、氏名、連絡先、利用希望日時、利用人数その他甲が合理的に必要とする情報を正確に申告するものとする。
3. 利用契約は、甲が乙の申込みを承諾した時点で成立するものとする。
4. 予約を伴わない当日利用の場合、甲による受付及び利用承諾をもって利用契約が成立するものとする。
5. 甲は、満席、設備の故障、施設管理上の支障その他合理的な理由により、利用申込みを承諾しないことができる。
6. 乙は、甲の承諾なく利用資格を第三者に譲渡し、又は第三者に利用させてはならない。

[bookmark: _7mb4n71qadnr]第6条（利用プラン及び利用時間）
1. ドロップイン利用のプラン及び利用時間は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	利用プラン
	□ 時間利用　□ 半日利用　□ 1日利用　□ その他（　　　　　）

	利用日
	年　　　月　　　日

	利用開始時間
	時　　　分

	利用終了時間
	時　　　分

	利用人数
	名

	座席区分
	□ 自由席　□ 指定席　□ 個室　□ その他（　　　　　）

	延長利用
	□ 可能　□ 不可　□ 空席状況による


2. 乙は、申込み時に指定した利用時間内に限り、本施設を利用することができる。
3. 利用時間には、入室、準備、片付け及び退室に要する時間を含むものとする。ただし、甲が別途定める場合はこの限りでない。
4. 乙が利用時間の延長を希望する場合、事前に甲の承諾を得なければならない。
5. 甲は、予約状況、営業時間その他の事情により、延長利用を認めないことができる。
6. 乙が承諾なく利用時間を超過した場合、甲は、事前に明示した料金表に従い超過料金を請求することができる。

[bookmark: _oloveh6zsxd6]第7条（利用料金及び支払方法）
1. 本施設の利用料金は、甲が事前に提示する料金表又は申込画面に定めるものとする。
2. 利用料金及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	基本利用料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	料金単位
	□ 1時間　□ 半日　□ 1日　□ その他（　　　　　）

	延長料金
	金　　　　　　　　　円（税込）／　　　　　分

	有料設備料金
	

	支払時期
	□ 利用前　□ 受付時　□ 利用終了時　□ その他（　　　　　）

	支払方法
	□ 現金　□ クレジットカード　□ 電子マネー　□ QRコード決済　□ その他（　　　　　）

	領収書の発行
	□ 電子発行　□ 紙で発行　□ その他（　　　　　）


3. 乙は、甲が指定する方法及び期限に従い、利用料金を支払うものとする。
4. 複合機の印刷料金、会議室利用料金その他別途料金が発生するサービスについては、甲が事前に提示する料金に従うものとする。
5. 甲は、乙の同意なく、申込み時に確定した利用料金を遡及して変更しないものとする。
6. 利用料金の支払が確認できない場合、甲は、相当な期間を定めて支払を求め、必要に応じて利用を制限することができる。

[bookmark: _ydpzjru5qxik]第8条（キャンセル及び返金）
1. 乙が予約をキャンセルする場合、甲が指定する方法により速やかに連絡するものとする。
2. キャンセル料は、申込み前に明示された次の条件に従うものとする。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	利用日の　　　日前まで
	無料

	利用日の　　　日前から前日まで
	利用料金の　　　　％

	利用当日
	利用料金の　　　　％

	無断キャンセル
	利用料金の　　　　％


3. キャンセル料は、甲に通常生ずべき平均的な損害の範囲その他関係法令に従い設定するものとする。
4. 乙が利用開始後に自己都合で退室した場合、原則として利用済み時間に相当する料金の返金は行わないものとする。
5. 未利用部分の返金については、事前に明示した利用プランの条件及び関係法令に従い取り扱うものとする。
6. 甲の責めに帰すべき事由により施設を利用できなかった場合、甲は、利用できなかった部分に相当する料金の返金その他適切な対応を行うものとする。
7. 天災地変その他甲乙いずれの責めにも帰することのできない事由による利用不能の場合は、第18条に従うものとする。

[bookmark: _ucffgzogl77l]第9条（入退室及び受付管理）
1. 乙は、本施設の利用開始時に、甲が定める受付手続を行うものとする。
2. 乙は、入退室用のカード、暗証番号、QRコードその他の認証情報が交付された場合、適切に管理し、第三者に貸与又は開示してはならない。
3. 乙は、甲の承諾なく、受付手続を行っていない第三者を施設内へ入室させてはならない。
4. 乙は、利用終了時に所定の退室手続を行い、貸与物品を返却するものとする。
5. 認証情報の紛失、盗難又は漏えいが発生した場合、乙は速やかに甲へ連絡するものとする。
6. 甲は、防犯及び入退室管理のため、合理的に必要な範囲で利用履歴を記録することができる。

[bookmark: _6en7okczc893]第10条（座席及び共用スペースの利用）
1. 乙は、甲が指定又は許可した座席及びエリアを利用するものとする。
2. 自由席の場合、乙は、他の利用者による利用を不当に妨げる方法で座席を占有してはならない。
3. 乙は、長時間の離席に際し、甲が定める座席利用ルールに従うものとする。
4. 甲は、混雑、安全管理、設備点検その他合理的な理由により、座席の移動を求めることができる。
5. 乙は、机、椅子その他の設備を甲の許可なく移動し、又は施設外へ持ち出してはならない。
6. 利用終了時には、使用した座席及び設備を原状に戻し、私物及びごみを適切に処理するものとする。

[bookmark: _1ez5z4r3917]第11条（インターネット及び通信設備）
1. 甲は、本施設において、無線LANその他のインターネット接続環境を提供することができる。
2. 乙は、通信設備を適法かつ適切に利用し、他の利用者の通信又は施設設備に支障を生じさせてはならない。
3. 乙は、自己の端末、アカウント、パスワード及び通信内容について、適切なセキュリティ対策を講じるものとする。
4. 甲は、通信設備の保守、通信事業者の障害、利用集中その他の事情により、通信速度の低下又は接続の中断が発生する場合があることを乙に説明するものとする。
5. 甲は、特定の通信速度、接続の継続性又は業務上の成果を保証するものではない。ただし、甲が個別に保証した事項についてはこの限りでない。
6. 甲の故意又は過失により通信設備の障害が発生し、乙に損害が生じた場合の責任については、第20条に従うものとする。
7. 乙は、不正アクセス、マルウェアの配布、違法なデータ送受信その他通信設備の不正利用を行ってはならない。

[bookmark: _2trn61scxicw]第12条（会議、通話及びオンラインミーティング）
1. 乙は、電話、オンライン会議、音声通話その他発声を伴う行為について、甲が指定するエリア及び利用ルールに従うものとする。
2. 乙は、他の利用者の業務、学習又は休憩を著しく妨げる音量で通話又は会話を行ってはならない。
3. 会議室、個室、電話ブースその他専用スペースを利用する場合、乙は別途定める予約条件及び利用料金に従うものとする。
4. 乙は、オンライン会議等において、第三者の秘密情報及び個人情報が不必要に周囲へ漏えいしないよう配慮するものとする。
5. 甲は、施設内の静穏な環境を維持するため、必要に応じて通話場所の変更又は音量の調整を求めることができる。

[bookmark: _ygzlak5azid0]第13条（飲食及び衛生管理）
1. 本施設における飲食の可否及び条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	飲食可能エリア
	

	飲料の持込み
	□ 可能　□ 不可　□ 条件付き

	食事の持込み
	□ 可能　□ 不可　□ 条件付き

	アルコール類
	□ 禁止　□ 事前許可制

	ごみの処理方法
	

	その他の衛生ルール
	


2. 乙は、飲食により施設設備を汚損し、又は他の利用者に著しい迷惑を及ぼさないよう配慮するものとする。
3. 乙は、飲食物の保管及び衛生管理について自己の責任で適切に対応するものとする。
4. 甲は、衛生上の問題が生じるおそれがある場合、飲食物の持込み又は飲食行為を制限することができる。
5. 乙は、施設内で発生したごみを甲が指定する方法により処理するものとする。

[bookmark: _s0l8xyovf7yn]第14条（備品及び設備の取扱い）
1. 乙は、本施設の設備及び備品を、その用途及び使用方法に従い適切に利用するものとする。
2. 乙は、甲の承諾なく設備を分解、改造、移設又は施設外へ持ち出してはならない。
3. 乙は、設備の破損、故障又は異常を発見した場合、速やかに甲へ報告するものとする。
4. 乙の故意又は過失により設備又は備品が破損した場合、乙は、法令に従い、その責任に応じて修理費用その他の損害を賠償するものとする。
5. 通常の使用に伴う経年劣化又は通常損耗については、原則として乙の負担としない。
6. 設備の故障等により利用が困難となった場合、甲は、代替設備の提供、利用料金の調整その他合理的な対応を検討するものとする。

[bookmark: _xuuqmk8ncx73]第15条（禁止事項）
乙は、本施設の利用に際し、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 法令又は公序良俗に反する行為
2. 他の利用者又は施設スタッフに対する暴力、脅迫、威嚇、誹謗中傷、ハラスメントその他の迷惑行為
3. 他の利用者の業務又は施設運営を著しく妨害する行為
4. 甲の許可なく、施設内で物品販売、勧誘、営業イベント、セミナーその他の集客活動を行う行為
5. 施設内での無断撮影、録音又は録画により、他の利用者の権利利益を侵害する行為
6. 他の利用者のパソコン、書類、通信内容その他の情報を不正に閲覧又は取得する行為
7. 危険物、違法薬物その他施設の安全を害する物品を持ち込む行為
8. 甲が指定する場所以外で喫煙する行為
9. 施設設備を故意に破損し、又は不正に使用する行為
10. 甲の承諾なく第三者を施設内に入室させる行為
11. 施設の住所を、甲の許可なく法人登記、事業所所在地、郵便物の送付先その他の対外的な住所として使用する行為
12. 施設内に私物を放置し、又は甲の承諾なく保管場所として使用する行為
13. 甲が定める利用可能時間を超えて無断で滞在する行為
14. その他、本規約又は事前に明示された施設利用ルールに違反し、施設の安全若しくは適正な運営に具体的な支障を生じさせる行為

[bookmark: _wplmpoyuweei]第16条（秘密情報及びプライバシーの保護）
1. 乙は、本施設の利用中に、他の利用者の会話、画面、書類その他の情報を偶然見聞きする場合があることを理解するものとする。
2. 乙は、他の利用者の秘密情報、個人情報又は業務上の情報を不正に取得、記録、公開又は利用してはならない。
3. 乙は、他の利用者の同意なく、その人物又は作業内容を識別できる写真、動画若しくは音声を公開してはならない。
4. 甲は、施設内におけるプライバシー保護に配慮し、利用者が安心して施設を利用できる環境の維持に努めるものとする。
5. 乙は、自己が取り扱う秘密情報について、画面ののぞき見防止、通信の暗号化、書類の管理その他必要な保護措置を講じるものとする。

[bookmark: _jniwk268pzau]第17条（貴重品及び私物の管理）
1. 乙は、現金、パソコン、スマートフォン、書類その他の私物について、自ら適切に管理するものとする。
2. 甲は、施設内の防犯及び安全管理に努めるものとするが、乙の私物について常時監視又は保管する義務を負うものではない。ただし、別途保管を引き受けた場合はこの限りでない。
3. 私物の紛失、盗難又は破損が発生した場合、甲乙それぞれの責任の有無及び範囲は、事故の原因、管理状況及び関係法令に従い判断するものとする。
4. 乙が施設内に忘れ物をした場合、甲は、施設の管理状況及び関係法令に従い適切に取り扱うものとする。
5. 甲は、忘れ物の返還に際し、合理的に必要な本人確認を行うことができる。
6. 忘れ物の保管期間、返還方法及び送料等については、甲が別途定め、乙に周知するものとする。

[bookmark: _yrflvl1d2r2]第18条（施設の利用停止及び営業中断）
1. 甲は、次の各号に該当する場合、本施設の全部又は一部の利用を一時停止し、又は営業を中断することができる。
· 地震、台風、火災、水害その他の災害が発生した場合
· 停電、断水、通信障害その他施設設備に重大な不具合が発生した場合
· 設備点検、修繕又は緊急工事が必要となった場合
· 感染症の拡大その他利用者の安全確保が必要となった場合
· 行政機関の命令又は法令上の措置により営業が困難となった場合
· その他施設の安全な運営が困難となる合理的な事情が発生した場合
2. 甲は、前項の事由により利用停止又は営業中断を行う場合、可能な限り速やかに乙へ通知するものとする。
3. 利用停止により乙が申し込んだサービスを利用できなかった場合、甲は、未利用部分に相当する料金の返金、代替利用その他合理的な対応を行うものとする。
4. 利用停止又は営業中断に伴う損害賠償責任については、甲の帰責事由及び関係法令に従い判断するものとする。

[bookmark: _rq7sp3i0puv9]第19条（利用制限及び契約解除）
1. 甲は、乙が本規約に違反した場合、違反の内容及び程度に応じて、注意、是正要求、利用制限又は利用契約の解除を行うことができる。
2. 乙が他の利用者の生命、身体又は財産に重大な危険を及ぼす行為を行った場合、甲は、必要な範囲で直ちに利用を停止させ、退室を求めることができる。
3. 軽微な違反については、原則として是正の機会を設けるものとする。ただし、緊急性が高い場合又は是正が困難な場合はこの限りでない。
4. 乙の責めに帰すべき重大な違反により契約が解除された場合、利用料金の精算及び返金については、既に提供されたサービス、甲に生じた損害及び関係法令を踏まえて決定するものとする。
5. 甲は、利用制限又は解除に際し、不当に過大な違約金その他の負担を乙に課さないものとする。

[bookmark: _nwg10skrr0xi]第20条（事故及び損害賠償責任）
1. 甲は、本施設の運営者として、施設設備の維持管理及び利用環境の安全確保について、合理的に必要な措置を講じるものとする。
2. 甲の故意又は過失により乙に損害が生じた場合、甲は、関係法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
3. 乙の故意又は過失により、甲、他の利用者又は第三者に損害が生じた場合、乙は、関係法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
4. 甲乙双方に帰責事由がある場合、損害の発生原因及び各当事者の責任の程度を考慮して、賠償責任の範囲を定めるものとする。
5. 甲は、乙の事業上の利益、商談の成立、業務成果その他本施設の利用目的の達成を保証するものではない。
6. 本規約のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による損害賠償責任を免除若しくは制限し、又は消費者契約法その他関係法令に反して甲の責任を免除するものではない。

[bookmark: _t13d7b3rcy2w]第21条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本施設の利用申込み、本人確認、利用料金の決済、入退室管理、問い合わせ対応、緊急連絡その他施設運営に必要な目的の範囲内で、乙の個人情報を取得し、利用するものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の同意なく個人データを第三者に提供しないものとする。
4. 甲が決済事業者、予約システム提供事業者その他の外部事業者に個人情報の取扱いを委託する場合、必要かつ適切な委託先の監督を行うものとする。
5. 個人情報の保存期間、利用目的の詳細、開示等の請求手続及び問い合わせ窓口については、甲が別途定めるプライバシーポリシー等によるものとする。
6. 甲は、法令に基づく場合を除き、施設利用に必要な個人情報の提供と、広告配信その他任意の利用目的に関する同意を適切に区別するものとする。

[bookmark: _vgclq5z8m0zg]第22条（防犯カメラ及び施設内の安全管理）
1. 甲は、本施設の防犯、事故防止、設備保全その他正当な目的のため、防犯カメラを設置することができる。
2. 防犯カメラの設置場所及び撮影範囲は、前項の目的を達成するために必要な範囲とし、利用者のプライバシーに十分配慮するものとする。
3. 甲は、防犯カメラの設置について、施設内掲示その他適切な方法により利用者に周知するものとする。
4. 撮影映像は、甲が定める管理基準に従い適切に保管し、利用目的の達成に必要な範囲を超えて利用しないものとする。
5. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、撮影映像に含まれる個人データを本人の同意なく第三者へ提供しないものとする。

[bookmark: _j18wwk21m9k5]第23条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、又は反社会的勢力に対して資金提供その他の便宜供与を行わないものとする。
3. 甲及び乙は、相手方に対して暴力的な要求、不当な金銭要求、脅迫的言動その他違法又は不当な行為を行わないものとする。
4. 甲又は乙が本条に重大な違反をした場合、相手方は、催告を要することなく利用契約を解除することができる。
5. 前項による契約解除に伴う料金精算及び損害賠償については、関係法令に従い取り扱うものとする。

[bookmark: _8e6j5cxnn1dx]第24条（利用規約の変更）
1. 甲は、法令の改正、施設運営方法の変更、サービス内容の追加その他合理的な必要性がある場合、民法その他関係法令に従い、本規約を変更することができる。
2. 本規約の変更は、変更が乙の一般の利益に適合する場合、又は変更の必要性、変更後の内容の相当性その他の事情に照らして合理的と認められる場合に、法令の定める要件に従って行うものとする。
3. 甲は、規約を変更する場合、変更内容、効力発生日及び必要な事項について、施設内掲示、公式ウェブサイトその他適切な方法により周知するものとする。
4. 法令上個別の同意が必要となる変更については、甲は乙から必要な同意を取得するものとする。
5. 変更前に成立した利用契約の条件については、法令又は当事者間の有効な合意に基づく場合を除き、乙に不利益となる変更を遡及して適用しないものとする。

[bookmark: _k16b22wh0xnl]第25条（規約と個別利用条件の関係）
1. 本規約は、本施設のドロップイン利用に関する基本的な条件を定めるものとする。
2. 甲が別途定める料金表、施設利用案内、予約条件及び設備利用ルールは、乙に事前に提示され、利用契約の内容となる場合に限り、本規約と併せて適用されるものとする。
3. 本規約と個別に合意した利用条件との間に相違がある場合、当該個別合意を優先するものとする。ただし、関係法令に反する内容についてはこの限りでない。
4. 本規約の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合であっても、その他の規定は、法令に反しない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _uhataso27g2g]第26条（協議事項）
1. 本規約に定めのない事項又は本規約の解釈について疑義が生じた場合、甲及び乙は、関係法令及び取引上の信義誠実の原則に従い、誠意をもって協議するものとする。
2. 施設利用に関する苦情、事故又は紛争が発生した場合、甲乙は、必要な事実関係の確認及び問題解決に協力するものとする。

[bookmark: _jn5bdttjzeb3]第27条（準拠法及び管轄裁判所）
1. 本規約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本規約又は本施設の利用に関して紛争が生じた場合、甲乙は、まず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する日本国内の裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _3wfsodhljl8]第28条（利用規約への同意及び適用開始）
1. 乙は、本施設の利用申込みに際し、本規約の内容を確認し、これに同意するものとする。
2. 甲は、乙が申込みを行う前に、本規約及び重要な利用条件を確認できるよう、適切な方法で提示するものとする。
3. 本規約は、次に定める日から適用する。

施行日：　　　　年　　　月　　　日

最終改定日：　　　　年　　　月　　　日

[bookmark: _on49j2d4zo5z]利用者確認欄
乙は、本規約の内容及び施設の利用条件を確認し、以下の事項について理解したうえで、本施設のドロップイン利用を申し込む。
□ 利用可能な日時、エリア及び座席の利用条件を確認しました。
□ 利用料金、延長料金及び支払方法を確認しました。
□ キャンセル及び返金に関する条件を確認しました。
□ 入退室方法及び利用時間の管理方法を確認しました。
□ インターネット及び通信設備の利用条件を確認しました。
□ 電話、オンライン会議及び飲食に関するルールを確認しました。
□ 設備及び備品の適切な取扱いについて確認しました。
□ 禁止事項及び利用制限に関する条件を確認しました。
□ 貴重品及び私物の管理方法を確認しました。
□ 事故及び損害発生時の責任に関する規定を確認しました。
□ 個人情報及び防犯カメラの取扱いについて確認しました。
□ 本利用規約の内容を理解し、これに同意します。

[bookmark: _wfmbfihc5anr]
[bookmark: _aej7cljuzyrp]
[bookmark: _fkkp32pdkq2b]利用者情報・署名欄
利用日：　　　　年　　　月　　　日

甲（施設運営者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運営会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（利用者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用開始時間：　　　　時　　　分

利用終了時間：　　　　時　　　分

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

